
1 会 議 の 名 称 令和６年度第２回豊能町立図書館協議会 

2 開 催 日 時 令和７年２月２８日(金) １５時３０分～１７時０５分 

3 開 催 場 所 豊能町立図書館 集会室 

4 事 務 局 生涯学習課図書館 

5 

出 

席 

者 

委 員 

金井 理枝子委員 

田中 未知委員 

西村 はるみ委員 

松島 康郎委員 

宗像 亮委員 

薮田 昇太郎委員 

事 務 局 

生涯学習課長 中谷 匠 

図書館長 藤木 裕美 

図書館主査 南 正好 

6 会 議 の 次 第 

 

1.生涯学習課長挨拶 

2.議題 

 1）町政の現状について 

 2）令和６年度の図書館活動報告について 

 3）令和７年度の図書館活動予定について 

3.報告事項 

 1）苦情について 

 

 

7 審議等の要点  別紙のとおり 

8 報 告 者 豊能町教育委員会 こども未来部 生涯学習課 図書館 南 正好 

 

令和６年度第２回豊能町立図書館協議会 会議報告 
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令和６年度第２回豊能町立図書館協議会 要点 

（令和７年２月２８日（金）開催） 

 

開  会  開会の宣言、図書館長が挨拶を行った。 

        

議  事 

 ①議題 

1）町政の現状について 

事務局  (事務局より説明) 

 ダイオキシン類が含まれる廃棄物管理施設の整備に伴い、中央公民館図書室への進入路

 が変更になった。 

 ３月議会全員協議会に庁舎整備方針（案）が示された、（案）が取れれば説明する。 

 図書館のあり方を含む公共施設再編検討委員会では、住民意見を集約中である。 

 

委 員 

 公共施設の再編と学校跡地の活用について、各々の検討委員会が活動しているが、案が重複

 しているように感じる、どのように対応するのか。 

 良い意見を出しても結局財源がなく実現できないのではないか。 

 

事務局   

 どちらも検討段階であるので、今後の進捗を注視しまた報告する。 

 

 2）令和６年度の図書館活動報告について 

事務局  (事務局より説明) 

 ６年度後半の主な活動については、さきがけ万博 in図書館の開催、洋書の多読セットの

 貸出開始、とよのおもいでアーカイブのコンテンツの追加、識字・日本語教室パネル展

 の実施、窓口カウンターの設え変更などを行い令和６年度の目標達成のため取り組みを

 行ったが箕面市との図書館相互利用事業促進については、新たな取り組みにはいたらな

 かった。 

 

委 員 

 他市の図書館で借りた資料を豊能の図書館で返却できないか。 

 イベントは大事である、豊能の図書館はよく取り組んでいると感じる。 

 

事務局   

 資料の遠隔地返却は、大阪府立図書館から指定を受けている市町村のみ可能である。 

 今後も本の背表紙ではなく表紙の見えるイベントを行っていきたい。 

 

 3）令和７年度の図書館活動予定について 

事務局  (事務局より説明) 
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 令和７年度予算案の段階で経費削減が進んでおり、７年度も６年度と同様のサービスを

 続けられるのか不安はあるが、移動式の授乳室の整備やお子さんの一時預かり事業を実

 施していきたい。また、多文化・多言語交流の充実と、映画会の再開を予定している。 

 

委 員 

 一時預かりの保育は誰が行うのか、ボランティアか。 

 日本語を学びたい外国の方に必要な資料を司書が選定できないか。（との意見に委員から必

 要な資料を全体的に網羅する形で用意するのは無理があるとの意見や、活字を読むよりは会

 話を行うことで目いっぱいの状態であるとの意見あり。） 

 

事務局   

 一時預かりは、おはなし会等の終了後に１時間程度を考えており、有償ボランティアに

 お願いする予定である。 

  

 

 ②報告事項 

 1）苦情について 

 

事務局 （事務局より説明） 

 令和７年以入ってから、ご利用者から図書館職員の接遇等についてご意見をいただいて

 いる。今後もご利用者の方々に寄り添う図書館を目指していく。 

 

 

委 員   

 あまりに同一人物からの苦情が続くようならカスタマーハラスメントも視野に入れるべ

 き。 

 

 

以上 

 


